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， r-標準法論が，もし本法の透明 e 公正手続を実質的に下まわる白














































































































































































































































































( 1) I 透明性Jという語を 9 法令用語として用いた，本法は最初の法律で、ある。本法1条によると，
透明性とは， i行政上の意思決定について，その内容及び過程が国民にとって明らかであるこ
と」とされている。 透明性の意義・内容については， i研究会 a 行政手続法<第3関>ジュリ
スト1054号jの議論が参考になる。
( 2 ) 田中二郎 「行政手続の諸問題J公法研究第23号 81-104頁 有斐閣
( 3) i <座談会>行政手続法の制定と今後の議題」における橋本発言 シ、ユリスト1039号 1頁
( 4 ) 兼子仁 「行政手続法(初版)J まえがき 111 岩波書底 1994 
行政手続法の制定と行政手続観再考会 池田哲之
( 5 ) 間部逸夫 l行政手続法の制定に寄せてJ (註3)60頁
( 6 ) 本法制定前の話として，二回戦，三回戦というものがあるのだから，内容的にはじめから欲張っ
たものでなくてもよい，とする意見のあったことを 9 小早川光郊教授は紹介している。(註 3) 
70頁
























(19) 兼子仁 「行政手続法の意義」 公法研究;第56号 151頁有斐閣 1994 
(20) 行政手続とデユ_， .プロセスをあつかった文献を挙げれば枚挙にいとまがないがφ さしあたりヲ
鵜飼イ言成編[行政手;売の研究 有信堂 1961Jが初期のものであり g 熊本信夫「行政手続の課
題北海道大学図書刊行会 1975Jが詳しい。
(21) 葉大判昭和37年11月28日 刑集16巻11号 1593頁
東京地昭和38年9月18日 「判例時報J349号 12頁
(23) 松山地昭和43年7月2311 1判例時報I548号 63頁
(24) 最小判昭和60年1月22臼 民集39巻 1号 1頁
(25) 最大半'Ij平成4年7月1日 「判例時報J1425号 45頁
(26) 奥平康弘 「手続出jデJ ・プロセス保障のもつ意味」 法律時報65巻6号 48頁









(33) 宇野 収前関経連会長の所感 1994年1月21日付日刊紙間各紙上
(34) (註16)
